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林　

順
子　

二
〇
一
四
年
九
月
、
学
校
法
人
南
山
学
園
史
料
室
と
南
山
大
学
史
料
室
を
統
合
し
た
史
資
料
保
存
利
用
施
設
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

が
、
南
山
学
園
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
内
に
誕
生
し
た
。
こ
の
施
設
の
目
的
は
、﹁
南
山
学
園
に
関
す
る
史
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
管
、
公

開
な
ど
を
行
な
い
、
教
育
・
研
究
に
資
す
る
こ
と
﹂﹁
今
日
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
学
園
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認
・
検
証

し
、
今
後
の
教
育
・
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
﹂﹁
日
本
の
高
等
教
育
や
地
域
社
会
な
ど
の
教
育
・
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
﹂
の
3
つ
で
、

そ
の
全
て
に
﹁
研
究
﹂
と
並
ん
で
﹁
教
育
﹂
が
含
ま
れ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
一
一
月
の
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
常
設
展
示
室
オ
ー
プ
ン︶

1
︵

を
記
念
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
テ

ー
マ
を
﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
の
可
能
性
﹂
と
設
定
し
た
の
は
、
当
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
﹁
教
育
﹂
と
い
う
役
割
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。

自
校
史
教
育
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
主
に
大
学
で
あ
る
。
今
か
ら
遡
る
こ
と
約
一
〇
年
前
の
二
〇
〇
五
年
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
回
答
の
あ
っ
た
国
立
大
学
六
三
大
学
の
内
、
自
校
教
育
授
業
を
実
施
し
て
い
た
の
は
二
二
校
、
三
三
％
に
の
ぼ
る︶

2
︵

。
自
校
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史
教
育
の
導
入
は
、
公
立
、
私
立
大
学
で
も
進
行
し
、
研
究
も
増
え︶

3
︵

、
マ
ス
コ
ミ
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た︶
4
︵

。そ
れ
に
比
べ
れ
ば
小
中
高
等
学
校
の
自
校
史
教
育
は
、
時
間
的
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
制
約
な
ど
も
あ
っ
て
、
遅
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
小
中
高
等
学
校
の
ど
の
く
ら
い
の
割
合
が
自
校
史
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
、
詳
細
な
調
査
や
研
究
結
果
は
今
の
と
こ
ろ

見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
こ
そ
が
大
学
以
外
で
の
自
校
史
教
育
の
実
施
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

と
は
い
え
、
小
中
高
等
学
校
の
自
校
史
教
育
の
例
が
全
く
無
い
訳
で
は
な
い
。
初
等
か
ら
高
等
ま
で
の
一
連
の
教
育
機
関
を
含
む
私

立
総
合
学
園
で
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
お
よ
び
学
園
内
部
の
各
学
校
の
連
携
と
い
う
二
つ
の
目
的
か
ら
、
自
校
史
教
育
が
必

要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
習
院
の
よ
う
な
実
践
例
も
、
す
で
に
見
ら
れ
る︶

5
︵

。
つ
ま
り
、
今
後
、
大
学
と
同
様
、
小
中
高
等

学
校
で
も
自
校
史
教
育
が
始
ま
り
、
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
は
十
分
あ
り
う
る
の
で
あ
る︶

6
︵

。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
小
学
校
に
始

ま
る
各
教
育
段
階
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
意
義
、
お
よ
び
、
今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
常
設
展
示
室
を
自
校
史
教
育

に
活
用
す
る
方
策
や
課
題
を
検
討
し
た
い
。

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
常
設
展
示
室
は
、
南
山
学
園
に
所
属
す
る
学
校
の
設
置
・
改
変
な
ど
比
較
的
大
き
な
事
件
を
、
時
系
列
に
沿
っ

て
配
置
す
る
こ
と
で
、
私
立
総
合
学
園
で
あ
る
南
山
学
園
の
歴
史
を
叙
述
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
常
設
展
示
室

は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
南
山
学
園
内
の
施
設
で
も
あ
る
。
研
究
教
育
機
関
と
し
て
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
こ
の
展
示
室
を
、

南
山
学
園
に
所
属
す
る
各
校
で
の
自
校
史
教
育
に
積
極
的
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
学
園
の
中
で
の
有
効
活
用
を
促
す
方
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
自
校
史
教
育
と
い
う
も
の
自
体
が
研
究
途
上
に
あ
り
、
展
示
を
自
校
史
教
育
に
活
用
す
る
試
み
に
い
た
っ
て

は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
開
設
し
た
ば
か
り
の
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
常
設
展
示
室
の
活
用
に
つ
い
て
の
情
報
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も
、
現
段
階
で
は
皆
無
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
報
告
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
南
山
学
園
の
各
校
で
自
校
史
教
育
ま
た
は
展
示
を
活
用
し
た
教
育
を
試
み

て
い
る
教
員
を
迎
え
、
そ
の
経
験
と
課
題
認
識
を
踏
ま
え
つ
つ
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
常
設
展
示
室
を
使
っ
て
の
自
校
史
教
育
の
、
今

後
の
計
画
や
希
望
、課
題
を
提
示
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
計
画
︵Plan

︶、 

実
行
︵D

o

︶ 

評
価
︵C

heck

︶、改
善
︵A

ct

︶
を
繰
り
返
し
、

継
続
的
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
、い
わ
ゆ
る
﹁PD

C
A

サ
イ
ク
ル
﹂
の
中
で
は
、今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、ま
だ
﹁
計
画
﹂

の
段
階
で
の
検
討
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
互
い
に
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
次
の
段
階
や
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
う
え
で
も

意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

こ
こ
で
の
報
告
・
コ
メ
ン
ト
と
そ
れ
に
続
く
議
論
が
、
今
後
の
自
校
史
教
育
実
践
お
よ
び
自
校
史
展
示
活
用
に
と
っ
て
何
ら
か
の
示

唆
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

常
設
展
示
室
は
、﹁
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
﹂
と
い
う
組
織
と
し
て
は
新

設
で
あ
る
が
、﹁
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
﹂
の
前
身
の
ひ
と
つ
南
山
学
園

史
料
室
は
、
同
じ
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
内
に
展
示
室
を
設
け
て
い
た
。
そ
の

意
味
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
な
る
。
こ
の
経
緯
は
、
永
井

英
治
﹁
南
山
学
園
史
の
叙
述
と
展
示
﹂
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
編
﹃
南
山

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
常
設
展
示
図
録
―
神
言
会
・
聖
霊
会
の
来
日
か
ら
二
一

世
紀
の
南
山
学
園
―
﹄
南
山
学
園
、
二
〇
一
五
年
に
詳
し
い
。

︵
2
︶　

大
川
一
毅
﹁
大
学
に
お
け
る
自
校
教
育
の
現
況
と
そ
の
意
義
一
全
国

国
立
大
学
実
施
状
況
調
査
を
ふ
ま
え
て
一
﹂﹃
秋
田
大
学
教
養
基
礎
教

育
研
究
年
報
﹄
第
八
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
―
二
一
頁
︵http://hdl.

handle.net/10295/411

︶。

︵
3
︶　

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
白
川
哲
郎
﹁
大
学
史
料
と
自
校
教
育
―
大
阪
樟

蔭
女
子
大
学
の
場
合
―
﹂
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
﹃
ア
ル
ケ
イ
ア
﹄
第
六

号
、
二
〇
一
二
年
、
が
あ
る
。

︵
4
︶　

一
例
だ
け
を
あ
げ
れ
ば
、﹃
読
売
新
聞
﹄二
〇
一
四
年
八
月
一
五
日︵
東

京
朝
刊
︶
一
四
面
で
、追
手
門
学
院
大
学
の
自
校
史
教
育
が
紹
介
さ
れ
、
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大
学
の
歴
史
や
教
育
の
意
味
、
自
身
の
あ
り
方
な
ど
を
学
生
が
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

︵
5
︶　

桑
尾
光
太
郎
﹁
私
学
に
お
け
る
大
学
史
編
纂
と
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

―
学
習
院
で
の
経
験
か
ら
―
﹂
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
﹃
ア
ル
ケ
イ
ア
﹄

第
九
号
、
二
〇
一
五
年
。

︵
6
︶　

筆
者
は
教
育
学
を
専
門
と
し
な
い
が
、
公
立
の
小
中
学
校
の
場
合
、

歴
史
教
育
の
一
環
と
し
て
、
町
村
や
学
区
単
位
の
地
域
で
そ
の
学
校
が

果
た
し
て
き
た
役
割
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
そ
の
地
域
に
数
世
代
に
わ
た
り
住
み
続
け
て
い
る
生
徒
の
場
合

は
、
自
校
史
教
育
に
よ
り
、
血
縁
者
と
＂生
き
た＂
歴
史
を
よ
り
深
く

共
有
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
他
地
域
か
ら
移
転
し
て
き
た
生
徒
も
ま
た
、

最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
学
校
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域
史

を
知
る
こ
と
で
、
地
域
や
学
校
に
愛
着
を
持
ち
や
す
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
さ
ら
に
そ
の
情
報
が
親
世
代
に
伝
わ
れ
ば
、
大
人
に
と
っ
て

も
地
域
社
会
で
の
人
間
関
係
が
円
滑
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。


